
　2007.11.02

　記者の配偶者の実家が、牛久の姉妹都市である常陸太田市の里美地区（旧里美村）出身で帰省の際、秋の味
覚祭り＆かかし祭りには遊びに行っていました。＊偶然にも、ビーバー隊長も出身者で配偶者の中学の同級生
です。カブ隊夏キャンプの帰りの車中で観た、「ハウルの動く城」のカカシの「カブ」を作って出展しようと
思いつきました。カブ隊なので、かかしの「カブ」！。我ながら、なんとも語呂も良いと自己満足で、我が家
と近所のスカウトで作成しました。設営が平日につき、里美じぃちゃんの協力を得ました。「じぃちゃんあり
がとう」カブ・ビーバーラリーにつき、出展の状況は後日報告いたします。

出展の時は、
ちゃんと帽子を
被っています。
ご心配なく。

スカウト田んぼの稲刈りの時の写真

ご本家です。似ているでしょうか？

①頭部：日立海浜公園のゲームの景品で貰ったが経年劣化してしぼんだバス
ケットボール

②帽子：27年使い続けて亀裂の入ったゴミ入れ（最後のお勤めは今回の帽子です）
③口にくわえたパイプ：玄関脇のヤマボウシの剪定した枝を利用
④洋服：コナカで買ったスーツが入っていた袋（スーツカバー）
⑤手袋：カッパ祭りのプラカードを持つ時貰った手袋

⑥骨組み：里美じぃちゃんの山から切り出した木

⑦シャツ＆蝶ネクタイ：家にあった布切れ
⑧その他：百円ショップで調達した白・黒色ペンキと黒色ガムテープ

⑨ボードファスナー：帽子と頭部の接合に使用

⑩胴体の膨らみ：いらなくなったクッション

かかしのカブのレシピ（ほとんどリサイクル品）

実際の立て札です。

なんと、賞金一万円を頂ける予定です。
活動用の時計型薪ストーブを購入した
いと思います。

こんな感じ

～　このページの写真及び文はカブ隊Ｍ副長によるものです。　～

高さ３．２ｍ・横１．４ｍの力作です。
記者のマイカーに載せられるギリギリサイズです。

11月３日（土）～１２月２日（日）まで展示


